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報道関係者 各位                                              2014年 1月 31日

                    六区ブロードウェイ商店街振興組合 

六区ブロードウェイ商店街振興組合（代表理事：熊澤永行）は、“興行街”浅草六区の「歴史資産」と「未来」を

テーマとした浅草六区誕生 130周年記念事業 「浅草六区再生プロジェクト～For the future of the “Rock”～」を

実施しています。本年は 1884 年 1 月に浅草公園が六区画に区分けされ、浅草六区が誕生してから 130 周年と

なることから、記念事業を本格的に展開するにあたり、この度、浅草六区誕生 130周年記念事業のシンボルマー

クを、浅草に縁の深いビートたけしさんが描き下ろした絵をベースに制作いたしました。 

 

本シンボルマークは、歴史資産と融合し未来に向けた“興行街”として変貌する浅草六区の周知を狙い制作し

たものです。1 月 3１日（金）より、本シンボルマークを使用した記念フラッグ 22 本、および、バルーン人形を六区

ブロードウェイ（ドン・キホーテ浅草店前）に設置いたします。 

加えて、浅草六区の歴史が分かり、街歩きの際に持ち歩ける「浅草六区今昔マップ」を 2月より商店街の店舗

をはじめとした各所で配布いたします。 

 

【ビートたけしさんコメント】 

オイラが物心ついた頃には、浅草六区にはよく通ったもんだよ。な

んだか煌びやかでさ、子ども心にもその怪しさには興奮したもんだ。

芸人になってからも、浅草の影響力はスゴくてさ。この街でやるだけ

やってのたれ死んでもいいと思った頃もあったんだ。オイラにとって

は、浅草六区は芸人としての原風景だし、先輩や後輩たちの汗の

染み付いた土地だからさ。こんな自分でも浅草盛り上げるのに一翼

を担えるなんてありがたいこっちゃ！と思い、シンボルマークに協力

させていただきました。浅草六区 130 年おめでとうございます。これ

からも貧乏な芸人をよろしくお願いします。 

 

今後、浅草六区誕生 130周年記念事業 「浅草六区再生プロジ

ェクト～For the future of the “Rock”～」の一環として、浅草六区に

祀られている六芸神（※）を掲げたコンテストの実施を予定していま

す。かつて、浅草六区には、六区にある数々の劇場のステージに

立つことを夢見る若者が多く集まっていました。再び、世界の興行

街となることを目指し新設される劇場のステージを、ひいては世界を目指す若者を、浅草六区から輩出していき

ます。 

また、浅草六区をライブエンターテインメントで活性化させ、多くの人でにぎわう街とする目的で、パフォーマン

スだけでなく、様々なアート作品を、その作品を創ったアーティストが直接コミュニケーションを取り、販売するア

ートマーケットの実施も予定しており、 今後、様々なイベントを通し“興行街”浅草六区を盛り上げていきます。 

 

六区ブロードウェイ商店街振興組合では、地元の皆様や関係機関との調整を図り、各会員企業と協力し、“興

行街”浅草六区の賑いを復活させてまいります。 
 

（※）六芸神（ろくげいしん）  

唄神（うたいがみ）・奏神（かなでがみ）・話神（はなしがみ）・戯神（おどけがみ）・演神（えんじがみ）・踊神（おどりがみ）からなる 6人の神様。 

 

 

 

 

 

浅草六区誕生１３０周年記念事業 

「浅草六区再生プロジェクト～For the future of the “Rock“～」 

～ビートたけしさん協力のシンボルマークを制作～ 
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▲ ▲フラッグ・バルーン人形設置場所 

 

 

バルーン人形画像 

▲記念フラッグ 

 

 

バルーン人形画像 

▲浅草六区今昔マップ 

 

バルーン人形画像 

【浅草六区今昔マップ内容】 

 ・浅草六区の歴史 

 ・今昔街歩きマップ など 

▲フラッグ・ 

 

バルーン人形画像 

▲記念フラッグ 

 

 

バルーン人形画像 

■浅草六区誕生 130周年記念事業 「浅草六区再生プロジェクト～For the future of the “Rock”～」概要                           

名   称：浅草六区誕生 130周年記念事業 「浅草六区再生プロジェクト～For the future of the “Rock”～」 

主   催：六区ブロードウェイ商店街振興組合 

期   間：2013年 9月 26日（木）～2016年 10月 1日（土） 

基本理念：浅草六区誕生 130 周年という記念すべき年を、先人達が築いてきた歴史や文化に触れ、浅草六区が

持つ「歴史資産」と「未来」をテーマに“浅草六区＝エンターテインメントエリア”として改めて世界や未

来に向け、発信する契機とする。 

目   的：土地の有効利用と建物用途の誘導といった、これまでの事業を継承しつつ、六区ブロードウェイを中

心に浅草の歴史と伝統、芸能文化に培われた興行街にふさわしい事業の形成を図り、未来に向けて、

浅草の魅力と賑わいに貢献する“興行街”浅草六区の再生を行うこと 

事業内容： A 活性化計画事業 

B 環境整備（インフラ整備）事業 

C イベント事業 

D サービス向上事業 

 

浅草六区は、1883年 9月 26日に浅草公園として造成完了し、その翌年の 1884年 1月に浅草公園が六区画に

区分けされ誕生しました。さらに、1886 年 10 月 1 日には浅草六区で最初の劇場「常磐座」が開場したことから、

2013年 9月 26日が浅草六区造成完了 130周年、2014年 1月が浅草六区誕生 130周年、2016年 10月 1日

が浅草六区劇場誕生 130周年にあたります。この 2013年 9月 26日から 2016年 10月 1日の約 3年間が、浅

草六区造成～区画化～劇場街として誕生してから 130 周年となる 3 年間にあたることから、浅草六区誕生 130

周年記念事業 「浅草六区再生プロジェクト～For the future of the “Rock”～」を 3 ヵ年事業としています。 

 

浅草六区は、国際観光都市「浅草」を象徴する浅草寺の西側に位置し、かつては東京一の興行街として、また現

在では浅草の新たな西の玄関口として、浅草観光の拠点を担う地区です。そこで、2011 年 3 月 16日に「浅草六

区地区 地区計画（※）」として都市計画決定・告示、建築条例公布・施行されました。今後、「浅草六区地区 地

区計画」に沿う形で、シアターレストランを備える「ドン・キホーテ浅草店」（2013 年 12 月オープン）、スポーツ練習

場などを備える「新 ROX3（仮称）」（2014 年 12 月オープン予定）、劇場 2 館（500 席、300 席）を備える「マルハン

松竹六区タワー」（2014年 12月オープン予定）、ホテル、全国各地の魅力が集積する地域振興の総合拠点「まる

ごと日本プロジェクト」を備える「東京楽天地浅草ビル（仮称）」（2015年秋オープン予定）のオープンが予定されて

います。 
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■「六区ブロードウェイ商店街振興組合」概要 

代表理事：熊澤永行    所在地：東京都台東区雷門１－14－6 3階 

設立年月日：平成 6年 4月 11日  会員数：33店舗 

商店街 URL：http://www.asakusa6.jp    

   

■（※）浅草六区地区 地区計画（平成 23年 3月 16日都市計画決定・告示） 

浅草六区地区では、「魅力と賑わいのある観光拠点、興行街としての再生」を将来像として掲げ、土地の有効利用と建

物用途を誘導することにより、浅草の歴史と伝統、芸能文化に培われた興行街にふさわしい街並みを形成するととも

に、安全で快適な歩行空間を確保し、浅草の魅力と賑わいに貢献する興行街の再生を目指し、劇場・映画館・演芸場

などの興行用途の誘導を図るなど「街並み誘導型地区計画」を活用した「浅草六区地区 地区計画」を決定した。 

この計画は「まちづくりのルール【地区整備計画】」として、新たな建築等を行う際に、以下 6つのルールが適用される。 

①建築物等の用途の制限 ②建築物の敷地面積の最低限度 ③壁面の位置の制限  

④壁面後退区域における工作物の設置の制限 ⑤建築物等の高さの最高限度  

⑥建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限 

URL：http://www.city.taito.lg.jp/index/kurashi/kenchiku/keikaku/chikukeikaku/asakusarokku.html 

 


